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研究成果の概要（和文）：日本で食される食材の総ポリフェノール含有量を測定し、データを蓄積した。そのデ
ータをもとに、日本人のポリフェノール摂取量などを調べたところ、（1）日本人成人のポリフェノール摂取量
のおよそ80％は飲料から摂取され、コーヒーと緑茶が主要なポリフェノール摂取源であること、（2）ポリフェ
ノール摂取量は年齢によって大きく異なるであろうこと、（3）ポリフェノール摂取量調査はその個人内、個人
間変動を考慮し調査目的ごとに適する調査方法を選択すべきこと、（4）ポリフェノール摂取量とγGTPとの関連
が認められたことを報告した。

研究成果の概要（英文）：The total polyphenol content in food and beverages available in Japan was 
measured, and then total polyphenol intake was calculated by matching the food consumption data with
 the polyphenol contents.
This study suggested the followings: 1) the dietary polyphenol intake among Japanese was largely 
composed of beverages, which accounted for approximately 80% of the intake, and the major sources of
 polyphenol were coffee and green tea; 2) the dietary polyphenol intake among Japanese might be 
influenced by age; 3) the dietary polyphenol intake should be carefully estimated considering its 
within- and between-individual variation; and 4) the dietary polyphenol intake is inversely 
associated with the serum gamma-glutamyltransferase concentration in Japanese males.
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１．研究開始当初の背景 
 欧米諸国では米国農務省（USDA）のデー
タベースやフランス国立農学研究所（INRA）
のデータベース Phenol Explore を用いたポ
リフェノール摂取量が数多く報告されてい
るが、日本の食生活に基づいたポリフェノー
ル含量を示すものはなく、日本人のポリフェ
ノール摂取量の現状を把握した研究もほと
んど存在しない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ポリフェノール定量値を蓄積し
て日本人の食生活に基づくポリフェノール
含量データベースを構築し、日本人のポリフ
ェノール摂取状況を把握することを目的と
し、以下の 4 点に着目した研究を行った。 
（1）ポリフェノール含量データベースを構
築する 
（2）ポリフェノール摂取量の年次推移、年
齢別の差異を明らかにする 
（3）ポリフェノール摂取量を推定するため
の調査方法を明らかにする 
（4）ポリフェノール摂取量と関連する因子
を探索する 
 
３．研究の方法 
（1）ポリフェノール定量値の蓄積と食品ポ
リフェノール含量データベースの構築：日本
で一般的に食べられている食材のポリフェ
ノール含有量を日本食品成分表の可食部に
基づき測定する。日本食品成分表に掲載され
る食品を網羅することを目指し、主要なもの
から可能な限り測定するが、推定可能なもの
は推定し、データを蓄積する。 
 
（2）ポリフェノール摂取量の年次推移、年
齢別の差異の検討：主要なポリフェノール摂
取源である飲料に着目し、過去の飲料摂取量
のデータに基づき飲料からのポリフェノー
ル摂取量の年次推移を把握する。時代の差に
加え、性差・年齢差・季節差によるポリフェ
ノール摂取状況の差異を考察する。 
 
（3）ポリフェノール摂取量の日間変動、季
節変動の検討：詳細な食事記録法による食事
調査を行い、ポリフェノール摂取量には日間
変動や季節変動がどの程度あるのかを明ら
かにする。それにより、ポリフェノール摂取
量を正しく推定するにはどのような方法を
用いるのが最適なのかを明らかにするデー
タを得る。 
 
（4）ポリフェノール摂取量と関連する因子
の検討：年齢、性別、体格に加え、食習慣、
生活習慣、栄養素等摂取量、血液検査結果な
どを調査し、ポリフェノール摂取量と関連す
る因子を見出すことで、どういった特徴を有
する人がポリフェノールをより多く摂取し
ているのかエビデンスを集積する。 
 

４．研究成果 
（1）ポリフェノール定量値の蓄積と食品ポ
リフェノール含量データベースの構築：日本
食品標準成分表に掲載される食材名のうち、
1,386 食材のポリフェノール含有量を定量あ
るいは推定した。 
 
（2）ポリフェノール摂取量の年次推移、年
齢別の差異の検討：日本人の主たるポリフェ
ノール摂取源である飲料に着目し、1-99 歳の
日本人が飲料から摂取しているポリフェノ
ール摂取量を推定したところ、飲料から摂取
しているポリフェノール量は、性差や季節差
よりも年齢の影響を大きく受けており、時代
の推移による増減は、少なくとも 1996 年以
降は見られないことが示された。 

 
食品から摂取しているポリフェノール摂取
量の季節差として、季節差が大きいと考えら
れる野菜・果物に着目したところ、野菜と果
物から摂取しているポリフェノール量には
ある程度の季節差が存在している可能性が
示された。 
 
（3）ポリフェノール摂取量の日間変動、季
節変動の検討：詳細な食事調査を実施してポ
リフェノール摂取量の個人内変動ならびに
個人間変動を検討したところ、ポリフェノー
ル摂取量の個人内変動係数は他の栄養素と
比べて中程度の大きさであることが明らか
となり、習慣的なポリフェノール摂取量を推
定するためには、19 日以上の食事調査を実施
するのが望ましいことが示唆された。また、
ポリフェノール摂取量の個人間変動は、調査
した 27 の栄養素と比べても最も大きく、対
象者の摂取量を集団内で順位付けするため
には4日間の食事調査が必要なことが明らか
となった。 
 
（4）ポリフェノール摂取量と関連する因子
の検討：健診を受診した日本人男性 7,960 名
を対象にポリフェノール摂取量と関連する
血液パラメータを探索したところ、ポリフェ
ノール摂取量はいくつかの血液パラメータ
と関連がみられ、特にポリフェノール摂取量
が多いほどγGTP の値が低いことが明らかと
なった。 
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